
編集後記～ある入所者の方のお話～

その方は、いつもボランティアさんがお見えになる日をご自

分の小さなカレンダーに書き込んでおられます。そして、その

ボランティアさんがお見えになる日には、ボランティアさんが

お見えになるよりも早く、活動場所に来られ「ふ～、間に合っ

たー！まだ来てないよね？」と嬉しそうに待っておられたり、

曜日が決まっている個人ボランティアの学生さんのことは、

「水曜日のお姉さんは今週来る？」と心待ちにしておられます。
このように、ボランティアさんがお会い出来る日を心から楽

しみにしておられる方が当園にはこの他にも沢山おられます。

私たち職員は、入所者の方とボランティアさんとの間に

“絆”のようなものが見え、時折、羨ましく思えます。
こうして、人と人との出会いがお互いの人生の喜びや幸せに

つながるって素晴らしいと思うしみじみ思う今日この頃です。

本

このボランティア情報紙『わ』では、聖ヨゼフ園にボランティアに来ていただいている方々の紹介や

聖ヨゼフ園と地域の方々との交流の様子などを掲載していく予定です。

人と人が出会えた瞬間に「わっ！」と感動し、 そこに自然と「輪」ができる、

そして人から人へとその“輪”が広がり、その輪の調和がとれた瞬間…「和」となる。

「人と人とのつながり」を大切にしたいとの思いから、この情報紙名にしました。
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ボランティアも

随時募集中です❤

平成24年9月8日（土）に、第40回聖ヨゼフ園運動会
が開催されました！！
この日は116名の利用者・保護者・職員・ボラン

ティアの皆様とたくさんの人が集まり、大賑わいでし
た！

毎年運動会には、来賓としてボランティアの皆様に
お越しいただいています。今年も9名の方にお越しい
ただきました。「がんばれーーー！！」と大きな声援
を送ったり、競技に出場したりしてくださいました。
最後には全員で「大刀洗音頭」を歌って踊って…会場
がひとつになりました！（上記の写真は大刀洗音頭の
風景です）

ボランティアの時には見られない、利用者や職員の
表情や姿を見る事が出来てよかったと感想をいただき
ました。ボランティアの皆さんが来てくださったこと
で、会場も盛り上がり、利用者も本当に喜んでいまし
た。

「天災は忘れたころにやって来る」と言われますが、昨年3月
11日の東日本大震災以降、日本各地で地震や豪雨など自然災
害が相次いでいます。その際、何か自分に出来ることはない
かと、自発的に行うボランティア活動は、被災地における多
様なニーズに対応する上で重要な役割を果たしています。災
害ボランティア活動するにあたり注意すべきことがあります。
の留意事項を紹介します。

災害時のボランティアの留意事項

１）自分自身の自立

事前に現地の状況把握し、必需品を確認・調達。自活で

きるよう自分で準備すること。

２）状況を知る

現地の災害対策ボランティア現地本部等に参加しオリエ

ンテーションを受けて、詳しい現地の状況把握と自分の活動

内容や役割を確認する。原則としてチームで活動を行う。

３）意思の尊重・疎通

活動は「～してあげる」のではなく、被災者の意思を尊

重して「お手伝いさせていただく」気持ちで行動し、意思疎

通を図る。

４）考えた行動

自分のできること、出来ないことを考えて無理のない活

動をすることが大切。原則としてチームで活動を行い、問題

発生時は個人判断せずチームで相談、または現地本部に相談

する。

５）被災者のプライバシーの保護

６）健康管理

ケガや病気、事故に注意し、過労や睡眠不足に注意する。

７）保険の加入

災害ボランティアといえば泥の除去や家の片付けなどの力仕

事をイメージしがちですが、避難所の掃除、炊き出しや被災

者とのおしゃべりなどのふれあいも被災地では喜ばれており、

他に寄付などでの支援もあります。留意事項を考慮し、自分

にできることでのボランティア参加が大切ではないでしょう

か。被災地の街の復興、そして、被災された方々の心の復興

が一日も早くなされますようにお祈りいたします。

引用資料：石川県県民ボランティアセンター 災害時支援マニュアル

庄島美智子さんのご紹介
生まれも育ちも大刀洗町。

平成9年に「たんぽぽの会」を結

成し、会長を務めています。現在

も大刀洗町のボランティア団体の

一つとしてご活躍中です。

また、町のボランティア連絡協議

会の委員や当事者の会への参加な

ど、町で庄島さんを知らない人は

いないほど、精力的に活動されて

います。

質問1：たんぽぽの会、結成秘話を教えて下さい。

庄島さん：たんぽぽの会は、平成9年度日本赤十字社主催・家庭介護教室の受講

生が「学んだ事を生かしたボランティア活動ができないだろうか」との思いで

会を結成、平成10年から大刀洗町の施設で活動をスタートしました。聖ヨゼフ

園との出会いは、聖ヨゼフ園に勤務していた友人が会の活動を知り、協力を求

められたのがきっかけでした。「地元のためにも何かさせてもらおう」との気

持ちで、当時人の手の入っていなかった庭の草取りから始め、やがて花を植え

るようになりました。朝6時から作業に入り、職員の方たちが出勤されるころに

は失礼する、という活動をしばらく続けていましたが、あるとき地域福祉部ス

タッフの知るところとなり交流が生まれました。それを機に活動も屋外から室

内に入り、洗濯物たたみや入所者の方とのお話相手や作業の手伝いをさせてい

ただくようになりました。現在会員は9名。発足から15年目を迎えますが「笑顔

を忘れない、勉強に来させていただいている、ボランティアに年齢はない」を

モットーにがんばっています。

質問2：ボランティア活動を通して感じることがあればお聞かせ下さい。

庄島さん：ボランティア活動は本当に楽しいです。勉強させてもらっています。

利用者の方々が一生懸命頑張っている姿を見て、自分達の努力のなさを感じて

いますし、ボランティアだからといって責任がないのではなく、余計に責任が

あると感じています。また、帰り際に「ありがとう」と言われると、もうそれ

以上のお土産はありません。反省会する時も喜びだけです。

まだまだ自分には足りていない、何でも挑戦したい！！人の役に立ちたい！！

人が出来ることは自分にもできる、何でも気一つだと思っています。

質問3：これからボランティアを始められる方にメッセージをお願いします。

庄島さん：今、何でも頑張って下さい。自分が意識していなければ何を与えら

れても意味がありません。ボランティアをする上で一番大切なのは、"笑い"だ

と思います。相手に心を開いてもらうためには時間をかけていきましょう。必

ず心が通じてきますから。

庄島さん、心に染みるお言葉の数々、ありがとうございました。

現在、当園にボランティアとしてお越しいただいている方々に質問をするコーナーです。

第1回目は、『たんぽぽの会』会長 庄島美智子さんにお話を伺いました。


